
施工説明書
室内物干しユニット ホシ姫サマ

天井直付け 手動タイプ

室内物干しユニット 

安全上のご注意 必ずお守りください

■梱包内容

品番： CWFE12CM

第1版 1404

本体 1
1
2

さお
さお受け

名称 数量 入り数内容

本体一式
取り付け部品

説明書
1

セット

本体固定用ねじ（φ5×40） 4

施工説明書・取扱説明書（施主様用）

名称 数量 入り数内容
1セット

1セット

実行しなければならない内容です。 

してはいけない内容です。 
「死亡や重傷を負うおそれがある 
   内容」です。 

「軽傷を負うことや、財産の損害が 
　発生するおそれがある内容」です。 

■誤った施工をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、 
　説明しています。 

■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。 
（次は図記号の例です） 

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。 

分解禁止 

必ず守る 

必ず守る 

●商品の分解・修理・改造は絶対しない 

●本体は十分強度のあるところに確実に 
　取り付ける 

●付属のさお以外は使用しない 

火災、感電や故障の原因となります。 それ以外のねじを使用すると落下によるけがの 
原因となります。 

照明器具や火災報知器の近く、暖房器具などを置く 
ような場所や、使用時にさおに当たるような場所では、 
火災や落下によるけがのおそれがあります。 

取り付けが不完全な場合、落下によるけがの原因 
となります。 

落下によるけがの原因となります。 

●必ず付属のねじを使用する 

●取り付け位置に注意する 

禁止 

■この商品は、一般住宅、それに準じる居住施設および高齢者施設、小規模商業施設（床面積150m2未満）
　の屋内専用商品です。土足で利用される建物でのご使用や他の用途へのご使用はおやめください。不特
　定多数の方が利用する建築物（学校、体育館、その他小規模商業施設であっても不特定多数の方が利
　用する施設など）や、過酷な条件（高温・多湿、寒冷、油分が多いなど）でのご使用はおやめください。
■屋外および浴室内部など頻繁に水分と接するところには使用しないでください。
■施工説明書をよくお読みのうえ、正しく安全に施工してください。
　特に「安全上のご注意」 は、施工前に必ずお読みください。
■施工説明書に記載されていない方法や、指定の部品を使用しない方法で施工されたことにより事故や損害が生じた
　ときには、当社では責任を負えません。また、その施工が原因で故障が生じた場合は、製品保証の対象外となります。
■この商品は日本国内専用品ですので、日本国外での設置はしないでください。
■取扱説明書は必ずお客さまにお渡ししてください。

■製品の取り付け工事は、お客さまご自身でなさらず、専門の工事店にお任せください。
　（取り付けが不完全な場合、落下によるけがの原因となります。）

施工店様へ

お客様へ

このたびは当製品をご採用いただきありがとうございます。

JH-57P



本体カバー 

昇降コード 

さお 

さお受け 

サイドカバー 
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施工前のご注意 

施工のしかた 
固定位置の決定

桟が303ピッチ
の場合

桟が455ピッチ
の場合

仮止め用ねじ

909
303 303 303

454.5
454.5 454.5

454.5
909

平行桟

天井

直交桟
天井

1

●本体は十分強度のある桟に
確実に取り付ける
取り付けが不完全な場合、落下
によるけがの原因となります。必ず守る 

■寸法図 〔寸法単位：mm〕

※また、窓際に取り付ける際は、ハンガーなどにかけた洗濯物
がカーテンに当たらないように取り付けてください。

●商品を施工する前に操作をしないでください。
昇降コードがからみ、故障の原因となります。

■取り付け場所にご注意ください。

●本体の取り付け高さにご注意ください。
※本製品は天井高2400mmの位置に取り付けるよ
うに設計しています。天井が高い場合操作しに
くいことがあります。「操作ひもの引き上げ高
さ調整」を参照してください。

施工可能な天井下地 
天井仕上げ 対応 

二重天井（木製下地） 

梁（配管部に下地＋石こうボード） 
二重天井（軽量鉄骨下地） 

天井仕上げ 対応 

梁（構造躯体にクロス直貼） 
直天井 

●さおは当社専用のさおをご使用ください。
※トラブルの原因となります。

●勾配天井には取り付けないでください。

●物干しユニットを取り付ける場所に除湿機や換気扇などを
取り付けることをおすすめします。

●テラスなど屋外や浴室には、取り付けないでください。
※故障の原因となります。

■各部のなまえ

■桟に対し平行に取り付ける場合 ■桟に対し直交に取り付ける場合

●出入口や人の動きのさまたげになる場所には取り付けない
でください。
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2. 桟にねじを仮止めする。

3. 仮止めしたねじに本体を引っ掛ける。

① 両端を本固定し、
② 仮止めしたねじを本固定する。

4. 本固定する。

シール

5m
m

455ピッチの
場合

303ピッチの
場合

仮止め・本固定する桟が軽鉄の
場合は、桟にφ2程度の下穴を
あけてから行ってください。

施工のポイント

1. さおを固定している
　　シール（3か所）
　　をはがす。

3

※昇降コードを留めているテープ
は、はがさないでください。
4.本固定後にはがしてください。（ ）

テープ

5. 昇降コードをとめて
いるテープを 
はがす。

仮止め

本体固定用
ねじだるま穴に

引っ掛ける

商品の設置2

■さおの水平調整

1. 突起を押し、
サイドカバー
を外す。 

6. 金属プレートを元に戻す。 

5. パイプキャップを元に戻す。 
（しっかり最後まで戻してください。） 

（カチッと音がするまで戻してください。） 
7. サイドカバーを元に戻す。 

4. 操作ひもを動かし調整する。 
（操作ひも側だけが上下します。） 

※操作ひも側で調整 ※固定 

水平にする 

昇降コード 
操作ひも 

4

外す 

押す 

サイドカバー 

2. 金属プレートのねじを
ゆるめて下ろす。 

3. パイプキャップを引く。 

金属プレート 引く 

下ろす 

ゆるめる 

2
3
パイプ 
 キャップ 

※元に戻す際は、外しかたと逆の手順で行ってください。 

※操作ひもの引き上げ高さを調整する場合は、商品を
設置する前に行ってください。
（「操作ひもの引き上げ高さ調整」参照）

商品の設置後、さおが水平でない場合は、以下の要領で調整してください。

●本固定した後に昇降コードを
とめているテープをはがす
守らないと、本体変形による
破損の原因となります。必ず守る 
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施工後の確認 チ ェ ッ ク 項 目 チェック
本体が確実に取り付いていますか？
操作ひもを引っ張ると、さおが昇降しますか？
最上部でさおが本体に収納しますか？

〔寸法単位：mm〕■操作ひもの引き上げ高さ調整

本製品は天井高2400mmに取り付けるように設計しています。
天井高に応じて操作ひもの長さを調整してください。

天井高
2600

天井高
2400

5. スライダー調整ねじを外し、お使いになる天井高の位置に合わせ、スライダー止め金具を移動させる。
6. スライダー調整ねじを取り付ける。

ねじとベースの固定

初期設定

スライダー調整ねじ

操作ひも スライダー

天井高
2500

1. さおを固定している
　　シールを全てはがす。

3. 本体裏面のねじを外す。 4. 本体カバーを
外す。

2. サイドカバーを外す。

ねじを外す
3

シール

外す

サイドカバー
2

1

本体カバー

外す
4

●この作業は工務店様にて行ってください
●商品を取り付ける前に調整してください。

注意

床面 
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天井高 

本体 

操作ひも 

下図の通り合計3パターンで調整が可能です。

［操作ひもの調整範囲］


